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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
機
動
警
ら
隊
の
日
常

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
４
５
７
Ｓ

【
作
者
名
】

　
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｅ

【
あ
ら
す
じ
】

　
大
阪
府
警
第
２
機
動
警
ら
隊
は
、
住
之
江
公
園
駅
の
す
ぐ
近
く
に
所
在
し
て

い
た
。

昨
年
配
属
さ
れ
た
、
才
原
 

信
　
巡
査
。

パ
ー
ト
ナ
ー
の
、
吉
原
 

保
　
巡
査
部
長
。

２
人
が
乗
車
す
る
パ
ト
カ
ー
が
、
今
日
も
大
阪
の
街
を
警
ら
す
る
・
・
・
。

警
察
無
線
に
力
を
入
れ
て
、
臨
場
感
が
少
し
で
も
出
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
と
は
存
じ
ま
す
が
、
是
非
覗
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
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い
ま
す
。
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第
１
話
　
雨
の
降
る
郵
便
局

第
１
話
　
「
雨
の
降
る
郵
便
局
」

?
 

　
２
０
１
１
年
２
月
２
４
日
 

７
時
５
０
分
　
?

?
 

　
大
阪
市
住
之
江
区
新
北
島
１
丁
目
　
第
二
方
面
本
部
　
?

住
之
江
警
察
署
の
す
ぐ
近
く
に
、
第
二
方
面
本
部
は
あ
っ
た
。

大
阪
府
警
察
で
は
、
府
を
４
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
管
轄
し
て
い
る
。

そ
の
１
つ
で
あ
る
第
二
方
面
本
部
は
、
大
正
・
天
王
寺
・
浪
速
・
東
成
・
生
野
・

阿
倍
野

住
之
江
・
住
吉
・
東
住
吉
・
平
野
・
西
成
を
管
轄
す
る
本
部
が
こ
こ
に
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
機
動
警
ら
隊
（
自
動
車
警
ら
隊
）
の
本
部
も
お
か
れ
て
い
る
。

「
２
月
に
な
っ
た
ら
暖
か
く
な
る
と
思
っ
て
た
の
に
・
・
・
。
」

一
人
呟
い
て
い
る
の
は
、
才
原
 

信
 

巡
査
で
あ
る
。

昨
年
、
住
之
江
警
察
署
地
域
課
か
ら
機
動
警
ら
隊
に
配
属
さ
れ
た
ば
か
り
だ
。

才
原
は
乗
っ
て
き
た
バ
イ
ク
を
駐
輪
所
に
停
め
る
と
、
通
用
口
か
ら
中
に
入
っ

た
。

?
　
同
日
 

７
時
５
３
分
　
?

?
　
第
二
方
面
本
部
２
階
　
機
動
警
ら
隊
分
駐
所
　
?

才
原
は
階
段
を
２
階
ま
で
昇
る
と
、
廊
下
の
一
番
奥
の
部
屋
の
戸
を
開
け
た
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！
」

挨
拶
を
す
る
と
、
室
内
に
い
た
先
輩
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
に
声
を
掛
け
る
。

「
お
ぅ
才
原
！
！
 

お
は
よ
う
。
」

声
を
掛
け
て
来
た
の
は
、
同
じ
パ
ト
カ
ー
に
乗
車
し
て
い
る
 

吉
原
 

保
 

巡

査
部
長
だ
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
も
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

才
原
が
頭
を
下
げ
る
と
、
照
れ
く
さ
い
の
か
止
め
ろ
と
言
っ
て
何
処
か
に
行
っ
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て
し
ま
っ
た
。

才
原
も
自
分
の
机
に
荷
物
を
置
く
と
、
ロ
ッ
カ
ー
室
へ
と
向
か
っ
た
。

部
屋
の
隣
の
ロ
ッ
カ
ー
室
に
は
、
数
人
の
先
輩
が
い
た
。

挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
、
自
分
の
ロ
ッ
カ
ー
の
鍵
を
開
錠
す
る
。

「
カ
チ
ャ
」

鍵
を
回
す
と
、
心
地
良
い
感
触
が
手
を
伝
う
。

ロ
ッ
カ
ー
を
開
け
る
と
、
冬
用
の
制
服
が
入
っ
て
い
る
。

制
服
に
着
替
え
る
と
、
専
用
の
棚
の
鍵
を
開
け
て
装
備
品
を
取
り
だ
す
。

拳
銃
・
警
棒
・
手
錠
・
警
笛
を
装
備
す
る
と
、
部
屋
に
戻
っ
た
。

部
屋
に
戻
る
と
、
ち
ょ
う
ど
朝
礼
が
始
ま
る
所
で
あ
っ
た
。

「
総
員
起
立
、
礼
、
着
席
。
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！
」

大
隊
長
の
声
に
合
わ
せ
、
僕
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
す
る
。

「
今
日
の
朝
礼
で
す
が
、
予
報
で
は
昼
前
か
ら
雨
が
降
る
そ
う
で
す
。

　
各
自
運
転
に
は
十
分
に
注
意
し
、
警
ら
に
当
た
っ
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
車
両
の
整
備
を
怠
ら
ぬ
よ
う
に
・
・
・
。
」

大
隊
長
か
ら
の
朝
礼
が
終
わ
る
と
、
車
庫
へ
と
向
か
っ
た
。

?
　
第
二
方
面
本
部
地
下
１
階
　
車
庫
　
?

パ
ト
カ
ー
に
乗
る
と
ま
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
の
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

基
本
は
、
前
に
乗
車
し
た
隊
員
が
満
タ
ン
に
し
て
お
く
の
が
通
例
だ
。

「
ガ
ソ
リ
ン
・
・
・
よ
し
、
大
丈
夫
だ
な
。
」

次
に
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
て
、
車
両
に
異
常
が
な
い
か
確
か
め
る
。

「
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
・
・
・
異
常
な
し
、
と
。
」

も
ち
ろ
ん
、
サ
イ
レ
ン
ア
ン
プ
に
赤
色
灯
も
確
認
す
る
。

「
ウ
ー
ウ
ー
・
・
・
・
」

前
面
・
散
光
式
警
光
灯
の
点
灯
を
確
認
す
れ
ば
点
検
は
終
了
だ
。

「
赤
色
灯
関
係
・
・
・
良
し
。
」

点
検
を
終
え
る
と
、
積
載
物
の
確
認
に
入
っ
た
。

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
に
赤
色
誘
導
灯
、
さ
す
ま
た
等
も
積
載
物
の
一
つ
だ
。
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「
積
載
物
確
認
良
し
。
」

全
て
の
確
認
が
終
わ
っ
た
事
を
再
度
確
認
し
て
、
パ
ト
カ
ー
に
乗
り
込
む
。

乗
り
込
ん
だ
際
に
、
パ
ト
カ
ー
の
無
線
番
号
な
ど
も
一
緒
に
確
認
す
る
。

今
日
は
、
吉
原
さ
ん
が
運
転
席
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
く
れ
る
そ
う
だ
。

助
手
席
で
も
う
一
度
、
フ
ッ
ト
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
か
確
認
す
る
と
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
締
め
た
。

「
吉
原
さ
ん
、
点
検
終
わ
り
ま
し
た
。
出
庫
し
ま
す
か
？
」

「
そ
う
だ
な
・
・
・
よ
し
警
ら
に
出
よ
う
。
」

吉
原
さ
ん
も
パ
ト
カ
ー
に
乗
り
込
み
、
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
る
。

パ
ト
カ
ー
は
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
む
と
ゆ
っ
く
り
と
進
み
始
め
た
。

数
台
の
パ
ト
カ
ー
に
続
い
て
車
庫
か
ら
出
庫
す
る
。

パ
ト
カ
ー
が
２
９
号
線
に
出
る
と
、
無
線
で
本
部
に
連
絡
を
取
っ
た
。

「
機
動
２
０
３
か
ら
大
阪
本
部
。
警
ら
に
つ
き
、
無
線
開
局
ど
う
ぞ
。
」

「
大
阪
本
部
か
ら
機
動
２
０
３
へ
。
無
線
開
局
了
解
、
以
上
大
阪
本
部
。
」

無
線
の
開
局
を
確
認
す
る
と
、
２
９
号
線
を
進
み
な
が
ら
警
ら
ル
ー
ト
を
確
認

す
る
。

「
今
日
は
雨
に
な
る
ら
し
い
で
す
け
ど
、
事
件
と
か
な
け
れ
ば
い
い
ん
で
す
け

ど
ね
。
」

「
警
察
は
暇
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
い
い
仕
事
な
ん
だ
け
ど
な
・
・
・
。
」

話
を
交
わ
し
て
い
る
と
、
早
速
無
線
指
令
が
入
っ
た
。

「
大
阪
本
部
か
ら
各
局
。

　
住
之
江
Ｐ
Ｓ
管
内
、
強
盗
事
案
が
発
生
。
現
場
は
、
北
加
賀
谷
１
丁
目
郵
便

局
。

　
郵
便
局
員
か
ら
の
１
１
０
番
通
報
、
発
生
時
刻
 

８
時
２
０
分
。

　
近
い
移
動
は
、
現
場
に
急
行
し
被
疑
者
の
人
着
等
の
解
析
を
急
げ
。
以
上
、

大
阪
本
部
。
」

丁
度
そ
ち
ら
に
向
い
て
い
た
パ
ト
カ
ー
は
急
行
す
る
事
に
し
た
。

「
機
動
２
０
３
か
ら
大
阪
本
部
。
住
之
江
Ｐ
Ｓ
管
内
強
盗
事
案
従
事
ど
う
ぞ
。
」

赤
色
灯
を
点
灯
さ
せ
、
サ
イ
レ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
。

「
ウ
ー
ウ
ー
・
・
・
」
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「
パ
ト
カ
ー
赤
信
号
通
過
し
ま
す
。
各
車
止
ま
っ
て
待
っ
て
下
さ
い
！
！
」

赤
信
号
に
進
入
し
た
時
、
本
部
か
ら
の
返
信
が
返
っ
て
き
た
。

「
大
阪
本
部
か
ら
機
動
２
０
３
。
現
着
次
第
、
本
部
へ
の
一
報
を
願
う
。
以
上
、

大
阪
本
部
。
」

「
機
動
２
０
３
、
了
解
。
以
上
、
機
動
２
０
３
。
」

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
走
る
パ
ト
カ
ー
を
、
数
滴
の
雨
が
車
体
を
打
っ
た
。

「
ち
っ
、
も
う
雨
が
降
っ
て
き
や
が
っ
た
か
・
・
・
」

ワ
イ
パ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
ワ
イ
パ
ー
が
作
動
し
始

め
た
。

雨
は
、
段
々
と
ひ
ど
く
な
っ
て
い
っ
た
・
・
・
。

現
場
へ
は
、
数
分
程
度
で
到
着
す
る
事
が
出
来
た
。

「
機
動
２
０
３
か
ら
大
阪
本
部
。
現
着
、
車
両
離
れ
ま
す
。
」

無
線
で
本
部
に
一
報
を
入
れ
て
、
車
外
に
出
た
。

現
場
に
は
ま
だ
警
察
官
が
現
着
し
て
お
ら
ず
、
ひ
と
ま
ず
郵
便
局
内
へ
入
っ
て

行
っ
た
。

郵
便
局
内
は
、
閑
散
と
し
て
い
た
。
ま
ぁ
、
仕
方
の
な
い
事
で
は
あ
る
が
・
・
・

。吉
原
と
才
原
は
、
局
内
に
入
る
と
警
察
手
帳
を
提
示
し
て
声
を
か
け
た
。

声
を
か
け
る
と
、
奥
の
方
か
ら
郵
便
局
長
ら
し
き
人
が
出
て
来
た
。

「
ご
苦
労
様
で
す
。
私
が
局
長
の
、
小
谷
と
申
し
ま
す
。
」

「
早
速
で
す
が
、
犯
人
の
人
相
や
衣
服
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」

吉
原
が
テ
ン
ポ
よ
く
、
小
谷
に
聞
き
込
み
を
始
め
る
。

「
は
い
、
人
相
は
２
０
代
位
の
若
い
男
性
２
人
と
い
う
事
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
衣
服
は
、
２
人
と
も
が
黒
ジ
ャ
ン
パ
ー
で
・
・
・

１
人
が
作
業
服
、
も
う
１
人
が
緑
の
ジ
ー
パ
ン
・
・
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」

吉
原
が
そ
う
で
す
か
、
と
相
槌
を
打
ち
な
が
ら
才
原
に
パ
ト
カ
ー
の
方
を
指
差

し
た
。

吉
原
が
指
差
し
た
意
味
を
理
解
し
た
才
原
は
、
パ
ト
カ
ー
へ
と
戻
っ
た
。

「
機
動
２
０
３
か
ら
大
阪
本
部
へ
。
住
之
江
Ｐ
Ｓ
強
盗
事
案
の
続
報
。
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被
疑
者
は
、
２
０
代
位
の
若
い
男
性
２
人
組
。
両
方
共
に
、
黒
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
着
用
。

　
１
人
に
あ
っ
て
は
下
、
作
業
服
。
も
う
１
人
は
緑
の
ジ
ー
パ
ン
を
着
用
し
て

い
た
模
様
。
」

無
線
に
一
通
り
話
終
わ
っ
た
後
に
、
吉
原
が
戻
っ
て
き
た
。

「
大
阪
本
部
か
ら
機
動
２
０
３
。
被
疑
者
の
凶
器
等
の
所
持
は
あ
り
ま
す
か
、

ど
う
ぞ
。
」

「
才
原
、
拳
銃
ら
し
き
も
の
に
、
刃
渡
り
３
０
ｃ
ｍ
ぐ
ら
い
の
ナ
イ
フ
だ
そ
う

だ
。
」

吉
原
さ
ん
が
聞
き
込
ん
で
来
て
く
れ
た
ら
し
い
。

「
機
動
２
０
３
か
ら
大
阪
本
部
。
被
疑
者
に
あ
っ
て
は
、
拳
銃
ら
し
き
も
の
と

刃
渡
り
３
０
ｃ
ｍ

　
程
の
ナ
イ
フ
を
所
持
し
て
い
た
模
様
。
」

数
分
ほ
ど
し
て
、
緊
急
を
知
ら
せ
る
無
線
コ
ー
ル
が
鳴
り
響
い
た
。

「
至
急
至
急
、
大
阪
本
部
か
ら
住
之
江
Ｐ
Ｓ
管
内
移
動
中
の
各
移
動
。

　
８
時
２
０
分
発
生
の
強
盗
事
案
に
於
い
て
、
現
時
刻
を
持
っ
て
緊
急
配
備
を

発
令
す
る
。

　
発
令
範
囲
は
、
住
之
江
Ｐ
Ｓ
管
内
全
域
と
第
２
機
動
警
ら
隊
。

　
被
疑
者
は
、
黒
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
作
業
服
と
緑
の
ジ
ー
パ
ン
を
着
用
。

　
な
お
、
拳
銃
の
よ
う
な
も
の
と
ナ
イ
フ
の
所
持
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
各
員
と
も
、
防
刃
資
機
材
等
を
有
効
的
に
活
用
し
、
受
傷
防
止
に
十
分
留
意

さ
れ
た
い
。

　
以
上
、
大
阪
本
部
。
」

先
ほ
ど
の
事
件
の
緊
急
配
備
を
知
ら
せ
る
無
線
で
あ
っ
た
。

雨
に
ぬ
れ
た
体
を
タ
オ
ル
で
軽
く
拭
う
と
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
直
し
た
。

「
よ
し
、
付
近
を
警
ら
し
て
み
る
か
・
・
・
見
つ
か
る
と
い
い
な
。
」

「
そ
う
で
す
ね
・
・
・
」

吉
原
は
ウ
ィ
ン
カ
ー
を
出
し
て
、
路
肩
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
動
き
始
め
た
。

車
両
は
、
北
加
賀
屋
小
学
校
近
辺
を
捜
索
す
る
こ
と
に
し
た
。

雨
の
激
し
さ
は
、
一
向
に
衰
え
る
気
配
を
見
せ
な
い
。



8

?
 

同
日
　
９
時
２
０
分
　
玉
出
中
学
校
周
辺
　
?

ど
ん
ど
ん
と
北
東
へ
捜
索
を
し
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。

無
線
の
コ
ー
ル
音
が
、
車
内
に
響
い
た
。

「
大
阪
本
部
か
ら
、
住
之
江
Ｐ
Ｓ
管
内
強
盗
事
案
従
事
中
の
各
移
動
局
へ
。

　
現
在
、
住
之
江
管
内
発
生
の
強
盗
事
案
で
緊
急
配
備
を
発
令
中
で
あ
っ
た
が
、

　
現
在
時
、
９
時
２
０
分
を
持
っ
て
住
之
江
Ｐ
Ｓ
管
内
全
域
の
緊
急
配
備
を
解

除
す
る
。

　
な
お
、
各
移
動
に
あ
っ
て
は
通
常
警
ら
に
戻
ら
れ
た
い
。
以
上
、
大
阪
本
部
。

」発
生
か
ら
１
時
間
が
た
っ
た
今
で
は
、
す
ぐ
の
確
保
は
無
理
と
踏
ん
だ
の
だ
ろ

う
。

警
察
力
も
無
限
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
言
っ
た
事
も
あ
る
の
だ
が
、
や
る
せ
な
い
気
持
ち
は
隠
せ
な
い
。

「
機
動
２
０
３
か
ら
大
阪
本
部
。
無
線
指
令
了
解
、
通
常
警
ら
に
戻
る
。
」

才
原
が
本
部
へ
一
報
を
入
れ
る
と
、
吉
原
が
一
度
停
車
し
た
。

「
は
ぁ
～
捕
ま
え
ら
れ
ん
か
っ
た
か
・
・
・
悔
し
い
な
。
」

「
そ
う
で
す
ね
・
・
・
」

気
分
を
入
れ
替
え
る
と
、
そ
の
周
辺
の
警
ら
を
行
い
午
前
の
巡
回
を
終
え
、
帰

署
し
た
。

雨
は
、
相
変
わ
ら
ず
降
り
続
い
た
ま
ま
で
あ
っ
た
・
・
・
。

警
ら
報
告
書
（
午
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
１
年
２
月
２
４
日
（
木
）

乗
車
車
両
番
号
／
車
両
所
属
　
　
２
０
３
　
　
第
２
動
警
ら
隊

乗
務
員
　
　
才
原
　
信
　
　
吉
原
　
保
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本
部
出
庫
時
刻
／
本
部
帰
署
時
刻
　
　
８
時
１
７
分
　
　
１
０
時
０
０

詳
細
報
告
　
　
出
庫
後
の
８
時
２
１
分
頃
、
本
部
か
ら
の
無
線
を
傍
受
。

　
　
　
　
　
　
現
場
か
ら
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
緊
急
走
行
で
現
場
へ
急
行
。

　
　
　
　
　
　
８
時
２
６
分
頃
、
現
場
の
北
加
賀
屋
１
丁
目
郵
便
局
へ
現
着
。

　
　
　
　
　
　
聞
き
込
み
後
、
そ
の
後
現
着
し
た
住
之
江
Ｐ
Ｓ
署
員
に
引
き
継

ぎ
、

　
　
　
　
　
　
本
部
の
緊
急
配
備
に
従
事
す
る
。

　
　
　
　
　
　
９
時
２
０
分
頃
、
玉
出
中
学
校
付
近
警
ら
中
に
緊
急
配
備
解
除
。

　
　
　
　
　
　
本
部
指
示
に
従
事
し
、
通
常
警
ら
へ
移
行
。

　
　
　
　
　
　
そ
の
周
辺
を
警
ら
中
に
、
信
号
を
無
視
し
た
１
台
を
確
保
。

　
　
　
　
　
　
１
０
時
０
０
分
、
帰
署
。

そ
の
他
備
考
　
と
く
に
な
し
。

第
２
機
動
警
ら
隊
　
才
原
 

信
　
吉
原
 

保
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第
１
話
　
雨
の
降
る
郵
便
局
（
後
書
き
）

読
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
分
の
中
で
は
、
あ
ま
り
書
く
こ
と
の
な
い
こ
と
で
迷
走
気
味
で
あ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。

正
直
、
自
分
で
は
ど
ん
な
作
品
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

な
の
で
、
感
想
や
意
見
を
書
き
込
ん
で
い
た
だ
け
る
と
も
の
す
ご
く
助
か
り
ま

す
。

至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
お
付
き
合
い
く
だ

さ
い
。
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第
２
話
　
「
コ
ス
モ
タ
ワ
ー
」

第
２
話
　
「
コ
ス
モ
タ
ワ
ー
」

?
　
２
０
１
１
年
２
月
２
５
日
 

２
０
時
０
０
分
　
?

?
　
住
之
江
区
南
港
東
５
丁
目
　
南
港
大
橋
　
?

今
日
は
い
つ
も
と
違
う
区
域
の
警
ら
を
担
当
し
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。

才
原
と
吉
原
は
、
い
つ
も
の
２
０
３
号
に
乗
車
し
南
港
方
面
へ
向
か
っ
て
い
た
。

違
う
乗
務
員
が
担
当
し
て
い
る
区
域
だ
が
、
今
日
は
両
方
と
も
体
調
を
崩
し
た

ら
し
い
。

「
吉
原
さ
ん
、
僕
こ
っ
ち
の
方
は
あ
ん
ま
り
詳
し
く
な
い
ん
で
す
け
ど
・
・
・
」

「
大
丈
夫
だ
よ
。
こ
っ
ち
は
一
本
道
が
割
か
し
多
い
か
ら
な
。
」

「
そ
う
で
す
か
・
・
・
」

い
つ
も
と
違
う
景
色
に
目
を
凝
ら
し
て
い
る
と
、
無
線
機
か
ら
コ
ー
ル
音
が
聞

こ
え
た
。

「
大
阪
本
部
か
ら
住
之
江
Ｐ
Ｓ
管
内
移
動
中
の
各
車
両
へ
。

　
府
咲
洲
庁
舎
内
に
於
い
て
、
騒
い
で
い
る
男
性
が
い
る
旨
の
１
１
０
番
通
報
。

　
１
１
０
番
受
理
番
号
１
５
２
０
、
受
理
時
刻
２
０
時
０
２
分
。

　
近
い
移
動
局
に
あ
っ
て
は
、
応
答
願
い
た
い
。
以
上
大
阪
本
部
。
」

咲
洲
庁
舎
は
、
こ
の
前
府
の
機
能
が
一
部
移
転
さ
れ
た
ば
か
り
の
施
設
で
あ
る
。

「
吉
原
さ
ん
、
咲
洲
庁
舎
は
こ
こ
か
ら
近
か
っ
た
で
す
よ
ね
？
」

「
そ
う
だ
な
・
・
・
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
せ
ば
５
分
っ
て
と
こ
か
な
。
」

「
じ
ゃ
あ
、
本
部
に
一
報
入
れ
ま
す
ね
。
」

吉
原
が
無
言
で
頷
く
と
、
無
線
機
に
手
を
伸
ば
し
た
。

「
機
動
２
０
３
か
ら
大
阪
本
部
。
現
在
、
南
港
大
橋
。
現
場
へ
急
行
す
る
。
」

サ
イ
レ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
ア
ン
プ
か
ら
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
出
す
。

大
橋
を
下
り
か
け
た
所
で
、
本
部
か
ら
返
答
が
返
っ
て
き
た
。

「
大
阪
本
部
了
解
、
至
急
現
場
に
急
行
さ
れ
た
い
。
以
上
、
大
阪
本
部
。
」

本
部
か
ら
の
返
答
が
あ
っ
た
所
で
、
パ
ト
カ
ー
は
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
た
。
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夜
の
２
０
時
を
少
し
回
っ
た
こ
の
時
刻
は
、
車
通
り
が
と
て
も
少
な
か
っ
た
。

咲
洲
庁
舎
に
は
吉
原
の
見
立
て
通
り
、
５
分
程
で
到
着
し
た
。

「
機
動
２
０
３
か
ら
大
阪
本
部
。
現
着
、
車
両
離
れ
ま
す
。
」

現
着
の
一
報
を
入
れ
て
、
車
両
を
降
り
て
庁
舎
内
へ
と
向
か
っ
た
。

騒
い
で
い
る
と
通
報
が
あ
っ
た
の
は
、
水
道
局
の
あ
る
１
０
階
で
あ
っ
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
１
０
階
に
到
着
す
る
と
、
男
性
と
職
員
ら
し
き
人
が
絡
ん
で

い
た
。

才
原
と
吉
原
は
、
慌
て
て
引
き
離
し
に
か
か
る
。

「
何
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
！
！
」

才
原
が
声
を
か
け
る
と
、
「
あ
ぁ
！
？
 

」
と
言
っ
て
こ
ち
ら
側
に
男
性
が
向

き
直
っ
た
。

男
性
が
、
「
お
前
誰
な
ん
じ
ゃ
！
！
」
と
声
を
張
り
上
げ
て
怒
鳴
っ
て
き
た
。

才
原
と
吉
原
は
、
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
警
察
手
帳
を
提
示
し
た
。

「
大
阪
府
警
の
者
で
す
。
一
体
何
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
？
」

才
原
が
落
ち
着
か
せ
て
改
め
て
聞
く
。

す
る
と
さ
っ
き
と
は
違
う
男
性
が
話
し
出
し
た
。

「
そ
れ
が
・
・
・
水
道
料
金
の
決
め
方
が
理
不
尽
だ
と
申
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
。

」ど
う
や
ら
、
水
道
料
の
ク
レ
ー
ム
で
も
言
い
に
来
た
ら
し
い
。

そ
れ
に
、
男
性
は
か
な
り
泥
酔
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

才
原
が
、
そ
の
男
性
に
あ
る
提
案
を
し
た
。

「
今
日
は
も
う
遅
い
で
す
し
、
ま
た
改
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
如
何
で
す
か

？
」

や
ん
わ
り
と
提
案
を
す
る
が
、
男
性
は
興
奮
し
て
い
て
耳
を
貸
そ
う
と
し
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
・
・
・

「
お
前
に
用
は
無
い
ん
じ
ゃ
！
さ
っ
さ
と
帰
れ
や
、
こ
の
税
金
泥
棒
が
！
！
」

と
言
っ
て
、

才
原
を
思
い
っ
き
り
壁
に
突
き
飛
ば
し
て
、
転
倒
さ
せ
た
。

吉
原
が
こ
れ
を
見
逃
す
は
ず
も
な
く
、
手
錠
を
腰
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
た
。
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「
才
原
、
時
間
を
取
れ
。
」

「
は
い
、
っ
つ
・
・
・
２
２
時
１
６
分
で
す
。
」

「
２
２
時
１
６
分
、
警
察
官
に
対
す
る
公
務
執
行
妨
害
の
現
行
犯
で
逮
捕
す
る
。

」手
錠
が
「
ガ
チ
ャ
」
と
い
う
音
を
出
し
て
、
男
の
両
手
に
掛
け
ら
れ
る
。

「
才
原
、
大
丈
夫
か
？
」

吉
原
が
そ
う
言
っ
て
、
手
を
差
し
だ
し
た
。

「
ま
ぁ
、
大
丈
夫
っ
て
言
っ
て
も
痛
い
で
す
け
ど
ね
・
・
・
。
」

才
原
は
立
ち
上
が
る
と
、
そ
の
男
を
吉
原
と
二
人
で
パ
ト
カ
ー
に
連
行
し
た
。

パ
ト
カ
ー
に
つ
く
と
吉
原
が
男
を
押
さ
え
て
お
き
、
そ
の
間
に
本
部
へ
一
報
を

入
れ
る
。

「
機
動
２
０
３
か
ら
大
阪
本
部
。
」

口
の
中
を
切
っ
た
ら
し
く
、
血
が
唾
液
に
混
じ
る
。

「
大
阪
本
部
で
す
、
機
動
２
０
３
ど
う
ぞ
。
」

「
受
理
１
５
２
０
の
咲
洲
庁
舎
の
案
件
に
お
い
て
、
男
性
１
名
に
帰
宅
を
促
し

た
と
こ
ろ
、

　
暴
行
を
受
け
た
為
、
２
０
時
１
６
分
公
務
執
行
妨
害
で
男
性
を
現
行
犯
逮
捕

し
た
。

　
被
疑
者
に
あ
っ
て
は
、
少
し
泥
酔
し
て
お
り
事
情
聴
取
は
困
難
と
み
ら
れ
る
。

」少
し
し
て
、
本
部
か
ら
の
指
示
が
無
線
か
ら
流
れ
る
。

「
大
阪
本
部
了
解
。
被
疑
者
に
あ
っ
て
は
、
最
寄
り
の
住
之
江
Ｐ
Ｓ
に
て
留
置

す
る
。

　
従
っ
て
、
被
疑
者
を
住
之
江
Ｐ
Ｓ
に
連
行
さ
れ
た
い
。
以
上
、
大
阪
本
部
。
」

「
機
動
２
０
３
了
解
、
住
之
江
Ｐ
Ｓ
に
連
行
す
る
。
以
上
、
機
動
２
０
３
。
」

交
信
が
終
わ
る
と
、
車
外
に
出
て
男
性
を
パ
ト
カ
ー
に
乗
せ
る
。

才
原
は
後
部
座
席
に
男
性
と
座
り
、
吉
原
は
運
転
席
に
座
っ
た
。

パ
ト
カ
ー
は
、
赤
色
灯
だ
け
を
つ
け
住
之
江
署
へ
と
向
か
っ
た
。

警
察
署
に
近
づ
い
た
所
で
、
男
性
の
意
識
が
は
っ
き
り
と
し
て
き
た
。
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「
こ
こ
は
・
・
・
・
」

「
パ
ト
カ
ー
の
中
で
す
よ
。
」

男
性
の
言
葉
に
才
原
が
優
し
く
答
え
る
。

男
性
は
少
し
し
て
、
両
手
に
手
錠
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
事
に
気
付
い
た
。

「
お
巡
り
さ
ん
、
僕
な
ん
か
し
た
ん
で
し
ょ
う
か
？
」

「
あ
な
た
は
ね
、
注
意
し
た
ら
僕
を
壁
に
思
い
っ
き
り
突
き
飛
ば
し
た
ん
で
す

よ
・
・
。
」

男
性
は
自
分
の
犯
し
た
罪
に
や
っ
と
気
づ
い
た
よ
う
だ
。

「
ま
ぁ
、
詳
し
い
話
は
警
察
署
に
つ
い
て
か
ら
じ
っ
く
り
と
話
し
て
下
さ
い
。
」

そ
の
言
葉
に
、
男
性
は
う
な
だ
れ
た
。

数
分
す
る
と
、
住
之
江
警
察
署
に
到
着
し
た
。

通
用
口
に
は
連
絡
を
受
け
た
数
名
の
警
察
官
が
待
機
し
て
い
た
。

「
そ
れ
で
は
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

吉
原
が
そ
う
言
っ
て
、
手
錠
を
警
察
署
の
物
と
交
換
す
る

助
手
席
に
座
り
直
す
と
、
パ
ト
カ
ー
は
再
び
夜
の
町
を
警
ら
し
始
め
た
。

?
　
同
日
　
２
２
時
５
４
分
　
?

?
　
第
二
方
面
本
部
地
下
車
庫
　
?

パ
ト
カ
ー
を
バ
ッ
ク
で
指
定
の
所
に
駐
車
す
る
と
、
点
検
を
始
め
た
。

吉
原
は
、
一
足
先
に
あ
が
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
１
人
で
の
点
検
だ
。

空
気
圧
や
ガ
ソ
リ
ン
、
赤
色
灯
な
ど
を
点
検
し
終
わ
る
と
報
告
書
に
記
入
す
る
。

「
以
上
は
・
・
・
と
く
に
な
い
な
。
よ
し
、
判
子
を
押
し
て
・
・
・
と
。
」

報
告
書
を
し
ま
う
と
、
パ
ト
カ
ー
に
鍵
を
か
け
て
上
へ
と
上
が
る
。

途
中
で
す
れ
違
っ
た
先
輩
に
挨
拶
を
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

書
類
な
ど
を
提
出
す
る
と
、
ひ
と
ま
ず
仮
眠
室
へ
入
っ
た
。

「
今
日
は
、
色
々
あ
っ
た
な
～
」

一
言
つ
ぶ
や
く
と
、
才
原
は
夢
の
世
界
へ
と
落
ち
て
行
っ
た
・
・
・
。
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警
ら
報
告
書
（
夜
警
）

２
０
１
１
年
２
月
２
５
日
（
金
）

乗
車
車
両
番
号
／
車
両
所
属
　
　
２
０
３
　
　
第
２
動
警
ら
隊

乗
務
員
　
　
才
原
　
信
　
　
吉
原
　
保

本
部
出
庫
時
刻
／
本
部
帰
署
時
刻
　
　
１
９
時
２
４
分
　
　
２
２
時
５
４
分

詳
細
報
告
　
　
出
庫
後
南
港
方
面
を
警
ら
中
、
本
部
か
ら
の
無
線
を
傍
受
。

　
　
　
　
　
　
現
場
か
ら
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
緊
急
走
行
で
現
場
へ
急
行
。

　
　
　
　
　
　
２
０
時
０
５
分
頃
、
大
阪
府
咲
洲
庁
舎
へ
現
着
。

　
　
　
　
　
　
１
０
階
の
市
水
道
局
へ
と
到
着
す
る
と
、
男
性
２
名
が
揉
み
合

っ
て
い
た
為
、

　
　
　
　
　
　
乗
務
員
で
引
き
離
す
。

　
　
　
　
　
　
そ
の
後
男
性
に
帰
宅
を
促
す
と
、
才
原
が
壁
へ
押
し
飛
ば
さ
れ

る
。

　
　
　
　
　
　
上
記
事
由
に
よ
り
、
２
０
時
１
６
分
公
務
執
行
妨
害
で
現
行
犯

逮
捕
。

　
　
　
　
　
　
本
部
か
ら
の
指
令
に
よ
り
、
所
轄
の
住
之
江
警
察
署
へ
男
性
を

移
送
。

　
　
　
　
　
　
引
き
渡
し
後
、
再
び
南
港
地
区
の
警
ら
に
従
事
す
る
。

　
　
　
　
　
　
南
港
ポ
ー
ト
タ
ウ
ン
前
交
差
点
で
、
信
号
無
視
の
車
両
１
台
を

検
挙
。

　
　
　
　
　
　
該
当
事
由
は
、
赤
信
号
を
直
進
し
た
こ
と
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
そ
の
後
、
２
２
時
５
４
分
車
庫
に
入
庫
。
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そ
の
他
備
考
　
と
く
に
な
し
。

第
２
機
動
警
ら
隊
　
才
原
 

信
　
吉
原
 

保
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第
２
話
　
「
コ
ス
モ
タ
ワ
ー
」
（
後
書
き
）

読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
も
投
稿
し
ま
し
た
ら
、
ま
た
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

機動警ら隊の日常
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